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(4) 

玉
縄
思
い
出
写
真
館 
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(1)     玉縄城 まちだより ２０１２年（平成２４年）１１月１6 日発行 第１１号 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４ 

     「玉縄城址まちづくり会議」の活動 

2012（平成２４年５月～１１月） 

＜玉縄城址公園化事業＞ 

・月例アダプト七曲坂の美化整備 

・太鼓櫓址「市民緑地」の美化整備 

 玉縄城緑地愛護会活動開始 

＜玉縄ふるさと館事業＞ 

・多くの団体見学者に対応 

・小学生の社会科学習西鎌小案内 

・寺子屋七夕篠笛の夕べを開催 

・毎月女性会員による古民家清掃 

＜アカデミア文化事業＞ 

・連続セミナー第 13 回 6 月 30 日 

「北条早雲と鎌倉そして玉縄城」を 

黒田基樹氏を迎え清泉女学院で 

開催 

・連続セミナー第 14 回１０月８日 

「戦国北条氏と鎌倉そして玉縄城」

を、小和田哲男氏を迎え清泉女学

院で開催 

・学習センター郷土資料コーナー 

北条早雲と鎌倉・玉縄城展 6月～ 

早雲公肖像画、新玉縄城鳥瞰図展

示、玉縄城を中心に大庭城、荏柄要

害の関係の研究も発表。 

＜玉縄城築城５００年祭＞支援 

･玉縄城を偲ぶご登城コースの装飾
制作開始、城主の幟旗、冠木門の
塗装、 案内看板制作を仕上げる。 

・偲ぶご登城コースまつり開催 

＜企画広報担当事業＞ 

･次年度も市との協働事業を提案。 

･鎌倉市観光商工課の「かまくらの
道」の改定作業 500 部印刷配布。 

･玉縄城ガイド勉強会を進める 

･広報紙「玉縄城 まちだより」１０号、
11 号発行 

 

  

 

 

雛
祭
り
お
話
し
会 

３
月
３
日
（日
） 

会
場
：玉
縄
ふ
る
さ
と
館 

参
加
費
：お
土
産
つ
き
２
０
０
円 

募
集
人
数
：３
０
人 

第
７
回
総
会
４
月
中
旬 

「
歴
史
の
道
七
曲
坂
」
か
ら 

太
鼓
櫓
址
・
市
民
緑
地
へ 

鎌
倉
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と 

「
玉
縄
城
緑
地
愛
護
会
」
で
整
備 

活
動
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
草
取
り
・

落
ち
葉
掃
き
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
道
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

毎
月
第
１
土
曜
日
、
第
３
日
曜
日 

 
 

９
：
０
０
～
１
１
：
０
０ 

問
合
せ
・ 

団
体
見
学
申
し
込
み
は 

玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議 

 

☎
・Ｆ
ａ
ｘ 

０
４
６
７
‐４
５
‐７
４
１
１ 

 

２
０
１
３
年
（
平
成
二
十
五
年
）  

活
動
予
告 

玉
縄
城
址
自
然
観
察
会 

「
七
曲
坂
・
市
民
緑
地
の
探
鳥
会
」 

講
師
：久
保 

廣
晃
氏 

七
曲
坂
の
美
化
奉
仕
の
後
、
さ
え 

ず
り
で
野
鳥
の
名
前
を
憶
え
ま
し 

ょ
う
。 

１
月
５
日
（土
）９:

０
０
～
１
２
：０
０ 

会
場
：七
曲
坂
広
場 

参
加
費
：資
料
代
含
み
３
０
０
円 

募
集
人
数
：３
０
人 

玉
縄
歴
史
ア
カ
デ
ミ
ア 

連
続
セ
ミ
ナ
ー
№
１
５ 

「綱
成
・氏
繁
と
鶴
岡
八
幡
宮
」 

講
師
：伊
藤 

一
美
氏 

２
月
１
０
日
（日
）１
４:

０
０
～ 

会
場
：玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー 

参
加
費
：資
料
代
含
み
８
０
０
円 

募
集
人
数
：３
０
人 

 

     

 

 

早
雲
が
築
城
し
た
玉
縄
城
の
祭
り 

玉
縄
城
築
城
五
百
年
祭 

開
催
さ
れ
る 

 

花
菖
蒲
（
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
）
等
が

改
良
・
育
成
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
開
園
当
時
周
辺
は
水
田

等
の
低
地
が
広
が
り
、
近
接

す
る
柏
尾
川
の
氾
濫
に
も
悩

ま
さ
れ
る
等
の
苦
労
が
あ
り

ま
し
た
。
観
賞
植
物
の
増
殖

と
展
示
を
併
せ
て
行
う
施
設

は
当
時
は
ま
だ
少
な
く
、
３
９

年
３
月
に
は
天
皇
皇
后
両
陛

下
を
お
迎
え
し
、
全
国
的
に

も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
地
域

の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
５
０
年
、

こ
れ
か
ら
も
緑
や
花
に
親
し

め
る
憩
い
の
場
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

編
集
後
記 

当
会
で
は
、
情
報
提
供
の
迅
速

性
と
会
員
、
地
域
の
皆
様
始
め
、

玉
縄
城
址
に
関
心
が
あ
る
方
々

同
士
の
情
報
交
換
や
親
交
の
場

を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
設
け
ま
し

た
。
是
非
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
く
だ
さ
い
。 

        

（Ｆ
Ｂ
管
理 

上
畠
の
り
ひ
ろ
） 

神
奈
川
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大
船
植
物
園 

 
 

 
 

副
園
長 

合
志 

伊
和
雄 

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大
船
植

物
は
昭
和
３
７
年
７
月
１
６
日

に
開
園
し
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど

５
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
こ
の

地
は
昭
和
３
４
年
ま
で
県
の

農
事
試
験
場
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
、
既
に
大
正
時
代
か
ら
、

「
大
船
系
」
と
し
て
今
も
残
っ

て
い
る
芍
薬
（
シ
ャ
ク
ヤ
ク
）
や 

 
 

開園式場の入園口 昭和３７年 

 

天皇皇后両陛下御視察の様子（昭和３９年３月） 

 

イイネ！くださいね

✩ 

 

 

 

 

 

 



 
 

 
 

 

 

       

―
玉
縄
地
域
と
の
ご
縁
は
？
― 

新
任
教
師
と
し
て
玉
縄
小
学
校
へ
赴

任
し
た
の
が
、
昭
和
三
十
六
年
九
月
で

す
。
す
ぐ
に
一
年
生
の
担
任
に
な
り
ま

し
た
新
人
に
一
年
生
を
任
す
と
は
何
事

か
と
お
母
さ
ん
た
ち
が
押
し
か
け
て

も
、
校
長
先
生
は
泰
然
と
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
当
時
の
玉
縄
は
水
田
だ
ら
け

で
し
た
よ
。
校
庭
だ
っ
て
す
ぐ
に
ぬ
か

る
ん
で
き
ま
す
。
そ
の
代
り
、
自
然
に

恵
ま
れ
て
い
て
ほ
ん
と
う
に
す
て
き
な

学
校
で
し
た
。
よ
く
生
徒
を
連
れ
て
田

谷
の
洞
窟
あ
た
り
ま
で
足
を
延
ば
し
ま

し
た
。
雪
の
降
る
最
中
に
栄
光
坂
か
ら

山
道
に
入
っ
て
城
山
で
雪
合
戦
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。 

 

 

―
熊
代
教
育
長
は
、
奇
し
く
も
玉
縄
城

の
築
城
５
０
０
年
祭
の
年
を
迎
え
る
、
こ

の
秋
に
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
９
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
） 

    

▲
清
泉
女
学
院
か
ら
「玉
縄
城
跡
」が
出
版 

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
六
年
に
整
地
直

前
の
城
跡
を
写
真
に
記
録
し
た
冊
子
を
五

百
年
祭
を
記
念
に
復
刊
さ
せ
た
も
の
で

す
。 

▲
式
典
に
小
田
原
か
ら
加
藤
市
長
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
私
（荒
井
）が
、
墓
前
祭
と
北

條
五
代
祭
り
に
出
て
北
條
太
鼓
の
招
聘
も

行
い
ま
し
た
。
市
長
は
今
後
の
交
流
を
約
さ

れ
ま
し
た
。 

▲
早
雲
と
玉
縄
城
主
が
武
者
姿
で
登
場
し

ま
し
た
。
早
雲
に
は
私
が
松
尾
市
長
に
は
初

代
氏
時
に
扮
し
て
頂
き
ま
し
た
。
「
こ
り
ゃ

癖
に
な
り
ま
す
ね
…
」
と
囁
き
あ
い
ま
し

た
。 

 

     

活
動
と
し
て
玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会

議
の
成
果
で
す
。
そ
し
て
「
玉
縄
歴
史
ア

カ
デ
ミ
ア
」
は
玉
縄
の
素
晴
ら
し
さ
鎌
倉

の
素
晴
ら
し
さ
を
次
々
に
発
見
し
て
ま

す
ね
。 

―
子
ど
も
と
一
緒
に
で
き
る
市
民
活

動
は
？
― 

前
に
や
っ
て
い
た
「
玉
縄
の
歴
史
と
自

然
の
学
校
」
は
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す

よ
。
僕
の
横
須
賀
で
の
少
年
時
代
は
、
モ

チ
の
木
と
竹
で
作
っ
た
虫
取
り
竿
で
、
銀

ヤ
ン
マ
を
追
い
か
け
る
毎
日
で
し
た
。
子

ど
も
た
ち
に
は
自
然
と
遊
ぶ
楽
し
さ
を

体
験
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
玉
縄
の
小

学
生
に
は
玉
縄
の
土
の
上
を
走
り
、
玉
縄

の
緑
の
中
で
過
ご
す
機
会
を
与
え
ら
れ

る
と
い
い
で
す
ね
。 

―
来
年
か
ら
地
権
者
の
ご
厚
意
で
、
里

山
の
み
ど
り
を
増
や
す
「
植
栽
」
活
動
や

自
然
観
察
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
健
康

な
子
ど
も
た
ち
を
育
む
玉
縄
城
址
の
豊

か
な
森
づ
く
り
を
次
の
活
動
の
夢
に
し

た
い
で
す
。
― 

玉
縄
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
そ

の
活
動
を
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。 

―
玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議
に
つ

て
？
― 

六
年
前
、
今
の
荒
井
会
長
に
呼
ば
れ
て

前
市
長
と
一
緒
に
玉
縄
城
址
を
訪
れ
、
玉

縄
城
の
再
発
見
と
玉
縄
城
の
築
城

5
0

0

年
祭
の
話
も
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
今
年

は
そ
れ
が
実
現
す
る
・
・
・
皆
さ
ん
の
実

行
力
に
本
当
に
感
心
し
て
い
ま
す
。 

            

 

 

   

氏
勝
没
後
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
） 

六
月
八
日
、
氏
勝
の
弟
北
条
常
陸
介
新
左 

衛
門
尉
繁
広
が
没
し
た
。
遺
骸
は
岩
瀬
の 

大
長
寺
の
墓
所
に
送
ら
れ
、
母
の
七
曲
殿 

祖
母
の
綱
成
夫
人
・
大
頂
院
と
同
じ
墓
所 

に
葬
ら
れ
た
。
繁
広
の
嫡
男
北
条
安
房
守 

氏
長
は
、
徳
川
将
軍
家
旗
本
と
し
て
家
禄 

の
継
続
を
許
さ
れ
た
。 

 

岩
富
城
で
没
し
た
氏
勝
の
、
玉
縄
北
条 

宗
家
は
、
家
康
、
秀
忠
の
命
に
よ
り
氏
重 

（
保
科
正
直
の
四
男
、
母
は
家
康
の
異
父 

妹
、
文
禄
四
年
生
ま
れ
十
七
才
）
が
養
子 

と
な
り
、
北
条
家
を
継
ぎ
、
慶
長
十
八
年 

（
一
六
一
三
）
九
月
二
十
一
日
、
従
五
位 

下
出
羽
守
に
叙
任
さ
れ
た
。
そ
の
年
の
末 

に
下
野
国
富
田
（
現
栃
木
県
下
都
賀
郡
大 

平
町
）
に
転
封
さ
れ
、
下
総
岩
富
城
は
廃 

城
と
な
っ
た
。
翌
十
九
年
（
一
六
一
四
）
氏

重
は
大
阪
冬
の
陣
で
和
泉
岸
和
田
城
を
守

り
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
大
阪
夏
の
陣

に
も
出
陣
し
て
い
る
。
元
和
五
年
に
駿
河

久
能
山
城
に
転
封
。
寛
永
十
二
年
（
一
六

三
五
）
三
月
二
十
一
日
大
番
頭
と
な
る
。 

寛
永
十
七
年
九
月
二
十
八
日
下
総
関

宿
城
（
現
・
千
葉
県
野
田
市
）
二
万
石
に
て

転
封
。
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
駿
河
田

中
城
（
現
・
藤
枝
市
）
に
二
万
五
千
石
で
転

封
。 

(3)     玉縄城 まちだより ２０１２年（平成２４年）１１月１６日発行 第１１号 

玉
縄
界
隈
の
思
い
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鈴
木
良
明 

 

 

そ
れ
か
ら
ま
た
随
分
と
後
の
こ
と
。
江
戸

成
立
の
「
鎌
倉
大
仏
縁
起
」
を
読
む
機
会

に
恵
ま
れ
、
江
戸
期
の
大
仏
復
興
に
江
戸

浅
草
の
「
野
島
新
左
衛
門
」
が
大
檀
越
と
し

て
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
知
っ
た
。
し
か
し

「
縁
起
」
は
、
復
興
さ
な
か
の
大
仏
が
あ
る

事
件
に
か
か
わ
っ
た
「
野
島
新
左
衛
門
」
の

遠
島
で
、
再
び
零
落
の
憂
き
目
に
さ
ら
さ

れ
た
と
展
開
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
新

井
白
石
は
幕
政
を
立
て
直
す
べ
く
「
正
徳
の

治
」
の
改
革
を
実
行
し
た
儒
官
。
「
鬼
の
白

石
」
と
い
わ
れ
儒
教
道
徳
に
基
く
政
策
論

を
展
開
し
「
正
徳
金
銀
改
鋳
」
を
進
言
、
多

く
の
反
対
が
あ
っ
た
も
の
の
こ
れ
を
断
行
し

た
。
実
は
、
こ
の
改
鋳
政
策
に
反
対
し
た
者

の
中
に
「
野
島
新
左
衛
門
」
の
名
を
見
つ
け

て
驚
い
た
。
白
石
著
「
折
り
た
く
柴
の
記
」 

に
幕
政
を
妨
げ
た
と
し
て
、
正
徳
四
年
（
一

七
一
四
）
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
あ
っ
た
か

ら
だ
。
正
徳
元
年
、
新
井
白
石
の
知
行
地

が
植
木
村
・
城
廻
村
に
宛
行
わ
れ
た
。
野

島
新
左
衛
門
が
元
禄
地
震
で
破
損
し
て
い

た
大
仏
の
復
興
事
業
に
邁
進
し
て
い
た
の

も
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
で
あ
っ
た
の
だ
。 

 

両
者
の
奇
縁
な
る
出
会
い
。
「
そ
ん
な
事 

も
知
ら
ん
の
か
！
」
と
團
野
師
の
喝
破
が

聞
こ
え
そ
う
だ
。
不
勉
強
を
恥
じ
る
ば
か

り
の
思
い
出
に
な
り
つ
つ
も
、
考
え
て
み
た

い
歴
史
の
課
題
だ
。  

 
 （

鎌
倉
国
宝
館
長
） 

 

  

 

四
十
年
ほ
ど
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
鎌
倉

市
教
育
委
員
会
で
郷
土
史
研
究
を
さ
れ
て

い
た
木
村
彦
三
郎
（
故
人
）
さ
ん
の
お
伴
で

玉
縄
界
隈
を
歩
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

 

木
村
さ
ん
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
当
時
の

龍
寳
寺
ご
住
職
で
あ
り
、
鶴
見
大
学
図
書

館
長
で
も
あ
っ
た
團
野
弘
之
師
（
故
人
）
に

お
目
に
か
か
る
こ
と
。
玉
縄
の
地
域
研
究

を
す
る
う
え
に
欠
か
せ
な
い
史
・
資
料
の
収

集
・
保
存
を
先
駆
的
に
な
さ
っ
て
い
た
師
と

の
情
報
交
換
を
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
師
は
、
初
対
面
の
私
に
対
し
、
旧
石
井

家
住
宅
の
保
存
を
語
り
、
加
え
て
史
・
資

料
を
な
ん
と
し
て
で
も
在
地
に
て
保
存
す
べ

き
だ
と
熱
く
説
い
た
。
返
す
刀
で
、
今
度
は

質
問
が
飛
ぶ
。
「
い
っ
た
い
君
は
何
を
し
た
い

の
か
ネ
」
「
こ
の
地
域
に
は
資
料
が
未
だ
眠
っ

て
い
る
。
こ
の
発
見
・
保
存
な
く
し
て
研
究

は
な
い
ナ
」
と
に
べ
も
な
い
。
説
破
・
・
・
降

参
。 

 

そ
ん
な
師
と
の
初
対
面
の
あ
る
時
、
玉
縄

地
域
が
「
新
井
白
石
知
行
地
」
で
あ
っ
た
と

の
話
し
に
及
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
研
究
す
べ

き
課
題
を
提
示
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
た
。

だ
が
、
こ
れ
以
降
地
頭
新
井
氏
と
当
地
の

係
わ
り
を
調
べ
も
せ
ず
等
閑
に
う
ち
捨
て

置
く
ま
ま
で
あ
っ
た
。 

 

汗
か
き
・
知
恵
出
し
・
声
援
で
「
玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
お
問
い
合
わ
せ
は
お
近
く
の
会
員
ま
で 

 

歴
史
シ
リ
ー
ズ 

一
一 

玉
縄
城
主 

北
条
氏
勝 

あ
の
頃
の
玉
縄
に
は
、
わ
く
わ
く
す

る
よ
う
な
思
い
出
が
つ
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
玉
縄
を
離
れ
、
六
十
三

年
の
四
月
に
ま
た
玉
縄
小
へ
教
頭
と
し

て
戻
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
は
、
嘗

て
の
生
徒
同
士
が
結
婚
し
て
い
た
り
、

最
初
の
生
徒
の
子
供
が
い
た
り
・
・
・

今
で
も
同
窓
会
で
み
ん
な
と
会
う
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
平
成
十
二
年
か
ら
教
育
委

員
会
教
育
長
と
し
て
鎌
倉
の
子
ど
も
た

ち
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。 

―
昔
と
今
の
教
育
の
違
い
は
？
― 

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
昔
は
二
学

年
持
ち
上
が
り
が
多
か
っ
た
の
で
、
じ

っ
く
り
と
子
ど
も
と
付
き
合
い
、
生
徒

の
良
さ
に
も
目
が
届
い
た
。
今
は
毎
年

ク
ラ
ス
替
え
が
あ
り
、
ど
う
し
て
も
子

ど
も
と
先
生
の
交
流
が
希
薄
に
な
り
が

ち
で
す
。
中
学
一
年
生
の
中
に
は
、
不

登
校
傾
向
に
陥
る
子
も
い
る
の
で
、
そ

れ
を
解
決
し
て
い
く
努
力
も
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

―
改
善
策
は
あ
り
ま
す
か
？
― 

来
年
か
ら
小
学
校
と
中
学
校
の
交
流

の
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
「
交
流
」

が
大
切
な
の
で
す
。 

―
先
生
の
ご
指
導
を
頂
き
進
め
て
き
た

当
会
活
動
に
つ
い
て
は
？
― 

玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
郷
土
資
料
コ
ー
ナ

ー
の
展
示
活
動
、
龍
寶
寺
の
玉
縄
ふ
る
さ

と
館
の
活
用
事
業
も
、
地
域
の
文
化
啓
発 

玉
縄
か
ら
始
ま
っ
た 

私
の
教
育
人
生 

熊
代
德
彦
さ
ん 

  

う
じ
か
つ 

 
 

慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
遠
州
掛
川
城

に
三
万
石
で
転
封
。 

万
治
元
年
（
一
六
六
〇
）
六
四
才
で
没

す
る
。
嗣
子
な
き
た
め
、
玉
縄
城
築
城
以

来
脈
々
と
続
い
た
玉
縄
北
條
家
も
つ
い
に

家
名
断
絶
と
な
っ
た
。 

北
条
氏
重
が
掛
川
城
に
転
封
に
な
っ
た

時
、
龍
寶
寺
の
玉
縄
北
条
氏
の
墓
所
を
掛

川
城
下
に
移
転
し
て
檀
家
を
離
れ
た
。
間

も
な
く
城
下
に
氏
勝
法
号
の
上
獄
寺
を
創

建
し
て
菩
提
寺
と
し
た
。
し
か
し
こ
こ
に
氏

重
の
墓
は
あ
る
が
、
龍
寶
寺
か
ら
移
し
た

と
言
わ
れ
る
玉
縄
北
條
家
三
代
の
墓
は
な

い
。 

 

平
成
二
十
三
年
三
月
、
宝
金
剛
寺
で
氏 

勝
公
四
百
年
恩
忌
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。 

  

 

《
玉
縄
城
五
百
年
祭
こ
ぼ
れ
話
》 

 

松尾市長と当会会長 

根岸春雄氏撮影 
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鎌倉市教育長 
熊代 德彦 さん 

現在の掛川城 
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